














































料とくに大規模な崩壊地についても，旧 1/50,000 地形図に基づくその評価が可能となる． 
  一方で外帯におけるこのような土砂災害については，十津川災害や明治 25 年の四国那賀
川流域の高磯山や海部町の平井保瀬の例（藤田，1990）のように誘因が豪雨である事例が





















1/50,000 地形図の該当部分を図１の B に，それぞれ示す．この例におけるように，明治 44
年測量の旧地形図に示された崩土記号は十津川災害時の崩壊地に概ね対応し，位置の特定
が可能である． 



























































































図２  十津川災害崩壊地における規模頻度分布．ただし A は旧南十津川村，B は旧西十津 
川村，C は有田川災害，D は上記３つと六甲山地の表層崩壊および土石流の比較． 
 
 









































































































な分析が必要である．十津川災害に先行して本地域に影響を与えた地震は，1854 年 12 月
24 日の「安政南海地震」(震央は 33.0N,135.0E で，規模は M8.4)である．その前日の「安






地震」(1946 年 12 月 21 日発生，震央は 33.0N,135.6E，規模は M8.0)について求められて
いる地盤の変位に基づくものである．この地震に先行して 1944 年 12 月 7 日に「東南海地
震」(震央は 33.8N,136.6E，規模は M7.9)がおこっているが，両者を一括して考えよいであ
ろう．「南海地震」により室戸岬で 1.27m，潮岬で 0.7m の隆起が観測され，南海トラフに
沿う海洋プレートの潜り込みに対する弾性反発隆起が起ったことが確認されている． 
 斜面の安定性に大きな影響を与えるのが水平動であるとすれば，水平変位もまた問題と 






























































































































































ただし，A と B は 1/25,000「南日裏」より，C は同じく「辻堂」より． 
 










































































図 10 十津川地域でみられる山稜部の凹地あるいは二重山稜の例（その３）． 

















の崩土記号(1010m 独標の下方と，976m 独標の西方)とは，明治 22 年の崩壊地（山葵山）で
ある． 
  図 10－A に示したのは，十津川流域の南の分水界にあたるほぼ東西にのびる果無山脈の
東部稜線の 1121m の独標付近にみられるものである．西に隣接する谷の崩土記号などから
判断して，地山岩盤の緩みあるいは大規模岩盤滑りの初期的状態を示している可能性があ
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7.5  ま と め 
 
 1989（明治 22）年の災害発生後の資料である吉野郡水災誌との比較にもとづくと，紀伊
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